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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前後に開口する透視窓部を有する装飾部材が配設された遊技盤と、前記遊技盤に配設さ
れ、セーフ球検出用のスイッチを組込んだ始動入賞具と、前記遊技盤の裏側に配設されて
前記透視窓部を介して横３列・縦３段の図柄を停止表示可能で、前記始動入賞具のセーフ
球検出により透視窓部を介して表示される横３列・縦３段の図柄が変動・停止されて図柄
組合わせゲームを展開して予め設定された図柄同士の組合わせに係る特別遊技状態を呈し
得る図柄表示装置と、前記透視窓部を介して表示された横３列・縦３段の図柄により現出
され得る図柄組合わせの有効ラインを表示する有効ライン表示装置とを備えた遊技機であ
って、
　前記有効ライン表示装置は、
　前記図柄表示装置の前側において前記装飾部材の透視窓部に対応する位置に略垂直姿勢
で配設され、駆動手段の駆動により略垂直姿勢のまま平行移動される透明板と、
　前記透明板の外周縁に当接する駆動ローラを回転することで透明板を平行移動させる駆
動手段と、
　前記始動入賞具のセーフ球検出により前記駆動手段に信号を送信して制御する駆動制御
手段と、
　前記遊技盤の裏側に設けられ、上方移動させた前記透明板に当接して該透明板を移動規
制する上側の規制部材と、
　前記遊技盤の裏側に前記上側の規制部材から離間して設けられ、下方移動させた前記透
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明板に当接して該透明板を移動規制する下側の規制部材と、
　前記透明板の裏面に該透明板の裏面から谷部に向けて対向的に傾斜する一対の反射面を
有する断面三角形状の溝状に形成され、特別遊技状態となり得る図柄組合わせの有効ライ
ンを表示し、前記上側の規制部材に透明板が当接して移動規制された際は図柄表示装置の
上段で整列する３個の図柄を有効ラインとして表示すると共に、前記下側の規制部材に透
明板が当接して移動規制された際は図柄表示装置の下段で整列する３個の図柄を有効ライ
ンとして表示する線状部と、
　前記透明板の外方に配設されて前記線状部の端部に対向すると共に該透明板と一体的に
平行移動し、照射光を常に線状部の反射面に対して略一定角度で照射して明輝表示させる
ＬＥＤランプとを備える
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記線状部における反射面は、前記ＬＥＤランプの近傍では不透明度が小さく、該ＬＥ
Ｄランプから離れる程に不透明度が徐々に増大するように設定される請求項１記載の遊技
機。
【請求項３】
　前記透明板は、矩形状に形成されると共に前後に重なるよう複数設けられて、該複数の
透明板の夫々に対応して設けられた前記駆動手段および駆動制御手段により各透明板を独
立して平行移動させ得るよう構成され、
　前記各透明板には、前記透視窓部を介して臨む図柄表示装置の中列中段の図柄を指示可
能な位置から当該透明板の１つの辺における長手方向の中央まで前記線状部が形成されて
、前記複数の透明板に形成された線状部により、前記図柄表示装置の各段で横方向に整列
する３個の図柄を有効ラインとして表示し得るよう構成された請求項１または２記載の遊
技機。
【請求項４】
　前記図柄表示装置の前側において前記装飾部材の透視窓部に対応する位置に、前記平行
移動可能で矩形状に形成された透明板と前後に重なるよう略垂直姿勢で配設され、第２駆
動手段により略垂直姿勢のまま回転される矩形状に形成された第２の透明板を備え、
　前記第２の透明板の裏面には、特別遊技状態となり得る図柄組合わせの有効ラインを表
示し、該第２の透明板の裏面から谷部に向けて対向的に傾斜する一対の反射面を有する断
面三角形状の別の線状部が形成されて、
　前記第２の透明板の外方には、前記別の線状部の端部に対向すると共に第２の透明板と
一体的に回転し、照射光を常に別の線状部の反射面に対して略一定角度で照射して明輝表
示させるＬＥＤランプが設けられ、
　前記平行移動可能な透明板に形成される前記線状部は、前記透視窓部を介して臨む図柄
表示装置の中列中段の図柄を指示可能な位置から当該透明板の１つの辺における長手方向
の中央まで延在するよう形成されると共に、
　前記回転可能な第２の透明板に形成される前記別の線状部は、前記透視窓部を介して臨
む図柄表示装置の中列中段の図柄に対応した回転中心から当該透明板の１つの辺における
長手方向の中央まで直線的に延在するよう形成されて、
　前記平行移動可能な透明板に形成される前記線状部と、前記回転可能な第２の透明板に
形成される前記別の線状部により、特別遊技状態となり得る図柄組合わせの有効ラインを
表示し得るよう構成された請求項１または２記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、透視窓部に停止表示された複数列・複数段の図柄により現出され得る図柄
組合わせの有効ラインを、前記透視窓部に配設される透視体に設けた指示部で表示するよ
うにした有効ライン表示装置を有する遊技機に関するものである。
【０００２】
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【従来の技術】
パチンコ機、スロットマシンあるいはパチンコ式スロットマシン等の遊技機では、遊技中
に発生する毎回の始動および停止を含む変動制御条件に基いて図柄組合わせゲームを展開
すると共に、特別遊技状態に係る権利とされる図柄組合わせ条件を成立表示することので
きる遊技装置として、ドラム式図柄表示装置、ベルト式図柄表示装置、液晶式図柄表示装
置等の各種形態の図柄表示装置が好適に採用されている。この図柄表示装置の配設態様と
しては、図２３および図２４に示す如く、遊技盤３８の前面中央に配設された大型装飾部
材４０の裏側に整合するように、各種の図柄表示装置１８が設置固定されて、該大型装飾
部材４０に開口された透視窓部４２に対して図柄表示装置１８の図柄表示部分が整合して
正面側から視認し得るようになっている。
【０００３】
例えば液晶式図柄表示装置では、図２４に示すように、透視窓部４２に対応して３列×３
段で合計９個の図柄４４が表示されるよう設定され、特別遊技状態となり得る図柄組合わ
せの有効ラインとしては、例えば▲１▼各列上段に停止した夫々の図柄同士、▲２▼各列
中段に停止した夫々の図柄同士、▲３▼各列下段に停止した夫々の図柄同士、▲４▼左列
上段、中列中段、右列下段に停止した夫々の図柄同士、▲５▼左列下段、中列中段、右列
上段に停止した夫々の図柄同士等の５種類が基本となる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
前記遊技機では、遊技機使用権利媒体としてのコインまたはパチンコ球の投入数に応じて
、特別遊技状態となり得る有効ラインの数が変更されるものが存在し、このような遊技機
では、その有効ラインが何本存在しているかと云うことが遊技者にとって重要な関心事と
なる。そこで、前記大型装飾部材４０の透視窓部４２に装着された指示体１０に、夫々の
図柄組合わせラインに対応した有効ラインＬ１,Ｌ２,Ｌ３,Ｌ４,Ｌ５を形成している。
【０００５】
しかし、従来の有効ラインは、前記図柄表示装置１８に固定されている指示体１０の表面
に対して、適宜色調の塗料により塗装したり、シール等を貼着または蒸着したりして固定
的に表示するのが一般的であり、視覚的効果が低く、娯楽性にも乏しかった。なお、有効
ラインを光源によって表示したものも存在するが、この場合は光源の点灯・消灯により該
ラインを表示したり表示しなくしたりするだけである。すなわち、有効ラインを動的な演
出で表示するものは存在していなかった。
【０００６】
【発明の目的】
　本発明は、前述した従来の技術に内在している前記課題に鑑み、これを好適に解決する
べく提案されたものであって、有効ラインを動的な演出で表示することで、視覚的効果を
高めて娯楽性に富む遊技を行ない得るようにした有効ライン表示装置を有する遊技機を提
供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　前述した課題を克服し、所期の目的を好適に達成するため、本発明に係る遊技機は、
　前後に開口する透視窓部(42)を有する装飾部材(40)が配設された遊技盤(38)と、前記遊
技盤(38)に配設され、セーフ球検出用のスイッチを組込んだ始動入賞具(62)と、前記遊技
盤(38)の裏側に配設されて前記透視窓部(42)を介して横３列・縦３段の図柄(44)を停止表
示可能で、前記始動入賞具(62)のセーフ球検出により透視窓部(42)を介して表示される横
３列・縦３段の図柄(44)が変動・停止されて図柄組合わせゲームを展開して予め設定され
た図柄同士の組合わせに係る特別遊技状態を呈し得る図柄表示装置(18)と、前記透視窓部
(42)を介して表示された横３列・縦３段の図柄(44)により現出され得る図柄組合わせの有
効ラインを表示する有効ライン表示装置(11A,11B,11C,11E,11F)とを備えた遊技機であっ
て、
　前記有効ライン表示装置(11A,11B,11C,11E,11F)は、
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　前記図柄表示装置(18)の前側において前記装飾部材(40)の透視窓部(42)に対応する位置
に略垂直姿勢で配設され、駆動手段の駆動により略垂直姿勢のまま平行移動される透明板
(12a～12e,12g,12i,12j)と、
　前記透明板(12a～12e,12g,12i,12j)の外周縁に当接する駆動ローラ(28)を回転すること
で透明板(12a～12e,12g,12i,12j)を平行移動させる駆動手段(14)と、
　前記始動入賞具(62)のセーフ球検出により前記駆動手段(14)に信号を送信して制御する
駆動制御手段(16)と、
　前記遊技盤(38)の裏側に設けられ、上方移動させた前記透明板(12a～12e,12g,12i,12j)
に当接して該透明板(12a～12e,12g,12i,12j)を移動規制する上側の規制部材と、
　前記遊技盤(38)の裏側に前記上側の規制部材から離間して設けられ、下方移動させた前
記透明板(12a～12e,12g,12i,12j)に当接して該透明板(12a～12e,12g,12i,12j)を移動規制
する下側の規制部材と、
　前記透明板(12a～12e,12g,12i,12j)の裏面に該透明板(12a～12e,12g,12i,12j)の裏面か
ら谷部に向けて対向的に傾斜する一対の反射面(32)を有する断面三角形状の溝状に形成さ
れ、特別遊技状態となり得る図柄組合わせの有効ラインを表示し、前記上側の規制部材に
透明板(12a～12e,12g,12i,12j)が当接して移動規制された際は図柄表示装置(18)の上段で
整列する３個の図柄(44)を有効ラインとして表示すると共に、前記下側の規制部材に透明
板(12a～12e,12g,12i,12j)が当接して移動規制された際は図柄表示装置(18)の下段で整列
する３個の図柄(44)を有効ラインとして表示する線状部(22A～22E,22G,22I,22J)と、
　前記透明板(12a～12e,12g,12i,12j)の外方に配設されて前記線状部(22A～22E,22G,22I,
22J)の端部に対向すると共に該透明板(12a～12e,12g,12i,12j)と一体的に平行移動し、照
射光を常に線状部(22A～22E,22G,22I,22J)の反射面(32)に対して略一定角度で照射して明
輝表示させるＬＥＤランプ(24)とを備える
ことを特徴とする。
【０００８】
　また、前記線状部(22A～22E,22G,22I,22J)における反射面(32)は、前記ＬＥＤランプ(2
4)の近傍では不透明度が小さく、該ＬＥＤランプ(24)から離れる程に不透明度が徐々に増
大するように設定される構成としてもよい。
【０００９】
　更に、前記透明板(12i,12j)は、矩形状に形成されると共に前後に重なるよう複数設け
られて、該複数の透明板(12i,12j)の夫々に対応して設けられた前記駆動手段(14)および
駆動制御手段(16)により各透明板(12i,12j)を独立して平行移動させ得るよう構成され、
　前記各透明板(12i,12j)には、前記透視窓部(42)を介して臨む図柄表示装置(18)の中列
中段の図柄(44)を指示可能な位置から当該透明板(12i,12j)の１つの辺における長手方向
の中央まで前記線状部(22I,22J)が形成されて、前記複数の透明板(12i,12j)に形成された
線状部(22I,22J)により、前記図柄表示装置(18)の各段で横方向に整列する３個の図柄(44
)を有効ラインとして表示し得るよう構成してもよい。
【００１０】
　また、前記図柄表示装置(18)の前側において前記装飾部材(40)の透視窓部(42)に対応す
る位置に、前記平行移動可能で矩形状に形成された透明板(12g)と前後に重なるよう略垂
直姿勢で配設され、第２駆動手段により略垂直姿勢のまま回転される矩形状に形成された
第２の透明板(12h)を備え、
　前記第２の透明板(12h)の裏面には、特別遊技状態となり得る図柄組合わせの有効ライ
ンを表示し、該第２の透明板(12h)の裏面から谷部に向けて対向的に傾斜する一対の反射
面(32)を有する断面三角形状の別の線状部(22H)が形成されて、
　前記第２の透明板(12h)の外方には、前記別の線状部(22H)の端部に対向すると共に第２
の透明板(12h)と一体的に回転し、照射光を常に別の線状部(22H)の反射面(32)に対して略
一定角度で照射して明輝表示させるＬＥＤランプ(24)が設けられ、
　前記平行移動可能な透明板(12g)に形成される前記線状部(22G)は、前記透視窓部(42)を
介して臨む図柄表示装置(18)の中列中段の図柄(44)を指示可能な位置から当該透明板(12g
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)の１つの辺における長手方向の中央まで延在するよう形成されると共に、
　前記回転可能な第２の透明板(12h)に形成される前記別の線状部(22H)は、前記透視窓部
(42)を介して臨む図柄表示装置(18)の中列中段の図柄(44)に対応した回転中心から当該透
明板(12h)の１つの辺における長手方向の中央まで直線的に延在するよう形成されて、
　前記平行移動可能な透明板(12g)に形成された前記線状部(22G)と、前記回転可能な第２
の透明板(12h)に形成された前記別の線状部(22H)により、特別遊技状態となり得る図柄組
合わせの有効ラインを表示し得るよう構成してもよい。
【００１４】
【作用】
　本発明に係る遊技機では、表示窓部に対応して配設された有効ラインを指示する線状部
を形成した透明板を駆動手段および駆動制御手段により平行移動制御することで、該線状
部により図柄組合わせの有効ラインが動的に演出表示され、視覚的効果を高めて娯楽性に
富む遊技を行ない得る。また、前記駆動制御手段により線状部の移動速度を変化させるこ
とによって、視覚的効果を一層向上させ得る。更に、複数の透明板に駆動手段および駆動
制御手段を夫々配設することで、より複雑な動的演出で図柄組合わせの有効ラインを表示
することができると共に、複数の有効ラインを選択的に表示することができる。更に、図
柄表示装置の図柄組合わせゲームと、有効ライン表示装置による図柄組合わせ有効ライン
の動的な演出表示によって、より興趣に富んだ遊技が可能となる。
【００１６】
　また平行移動可能な透明板とは別に設けた回転可能な透明板に線状部を形成したことで
、両透明板の線状部により表示される図柄組合わせの有効ラインは一層動的に演出表示さ
れる。そして、前記平行移動可能な透明板の移動速度等を変化させたり、回転可能な透明
板の回転速度等を変化させることによって、視覚的効果を一層向上させることができる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
　次に、本発明に係る有効ライン表示装置を有する遊技機につき、好適な実施例を挙げて
、添付図面を参照しながら以下詳細に説明する。なお、図２３および図２４に関して従来
の技術で説明した部材・部位と同一の部材・部位については、同一の符号を付して説明す
る。また本実施例の有効ライン表示装置は、図柄組合わせ遊技機としてのパチンコ機、ス
ロットマシンあるいはパチンコ式スロットマシン等に好適に実施可能とされるものである
が、実施例では主にパチンコ機を例に挙げて説明することとする。更に、実施例では透視
窓部に複数列・複数段で停止表示される全ての図柄を異ならせることが可能な図柄表示装
置を備えている場合で説明する。
【００１９】
図２に全体が略示されたパチンコ機Ｐは、機前側から着脱交換可能に装着セットされた遊
技盤３８の遊技領域において、アウト口６０が形成される一方、セーフ球検出用のスイッ
チ(図示せず)を組込んだ始動入賞具６２と、「大当り」の成立時に開成条件が付与される
電動入賞装置６４および図柄表示装置１８等が夫々配設されている。なお電動入賞装置６
４では、遊技球用の入賞領域６６に対する開閉部材６８が電磁ソレノイド(図示せず)の設
定駆動条件に基いて開閉変化されるようになっており、また入賞領域６６に入ったセーフ
球をカウント用スイッチと特別スイッチ(何れも図示せず)とにより検出し得、特別スイッ
チのセーフ球検出に基いて電動入賞装置６４自体の開成作動継続条件が成立可能とされて
いる。
【００２０】
前述のパチンコ機Ｐに実施される、例えば液晶式の図柄表示装置１８は、遊技盤３８の前
面側に装着セットされる大型装飾部材４０の裏側に整合するよう配設されて、該装飾部材
４０に開口された図柄表示部としての透視窓部４２を介して、該図柄表示装置１８の図柄
表示部分が正面側から視認し得るよう構成される。そして、この図柄表示装置１８では、
前記始動入賞具６２のスイッチからの始動信号入力条件により、図示しない制御回路装置
から発生される制御出力に基いて、図柄表示部分の図柄４４が変動・停止されるよう設定
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される。なお図柄表示装置１８では、前記透視窓部４２に複数列・複数段、具体的には３
列×３段で合計９個の図柄４４を停止表示するよう構成されている。そして、前記図柄表
示装置１８の前側であって前記大型装飾部材４０の透視窓部４２の後側に、後述する有効
ライン表示装置１１Ａ～１１Ｈが略垂直姿勢で配設される。
【００２１】
【第１実施例に係る有効ライン表示装置について】
　前述のパチンコ機Ｐに実施される第１実施例に係る有効ライン表示装置(以下、第１の
有効ライン表示装置と云う)１１Ａは、図１に示すように、上下方向に平行移動可能に配
設される１枚の縦長の矩形状に形成された第１透明板(透明板)１２ａと、該第１透明板１
２ａを上下方向に平行移動させる第１駆動手段１４ａと、当該第１透明板１２ａの少なく
とも移動開始および移動停止の制御を行なう第１駆動制御手段１６ａ(図２参照)とから基
本的に構成されている。この第１透明板１２ａは、例えば透明性や光線拡散性等に優れた
アクリル板等が好適に採用され、その板厚が概ね２ｍｍ程度に設定されると共に、前記大
型装飾部材４０の透視窓部４２を略覆い得る外形寸法に設定される。なお、第１透明板１
２ａの材質としてはアクリル板に限らず、透明であればガラス等、その他のものであって
もよい。
【００２２】
前記第１透明板１２ａの左右両側は、複数の支持ローラ３０で支持されて該第１透明板１
２ａの横移動を規制すると共に、上下方向への平行移動を許容し得るよう構成されている
。また、モータ等からなる前記第１駆動手段１４ａにおける正逆回転可能な駆動ローラ２
８が、前記第１透明板１２ａの一方の側部に当接するよう配設されており、該第１駆動手
段１４ａの正逆回転に伴い第１透明板１２ａが略垂直平面内で上下方向に平行移動するよ
う構成される。そして、この第１駆動手段１４ａの回転開始、回転停止、回転方向および
回転速度が、前記第１駆動制御手段１６ａによって制御されるようになっている。なお、
前記遊技盤３８の裏側における透視窓部４２から所要の間隔で上下に離間した位置に規制
部材(図示せず)が配設されて、前記第１透明板１２ａを上下方向に平行移動した際に、こ
の規制部材に当接することでその平行移動範囲が規制されて、該第１透明板１２ａの前記
各支持ローラ３０からの脱落が防止される。
【００２３】
　前記第１透明板１２ａの裏面には、図１において左右に対向する一対の対向片間におい
て、該透明板１２ａの上下方向における略中央(板面の中央)位置に線状部としての第１の
線状部２２Ａが形成されている。この第１の線状部２２Ａは、前記図柄表示装置１８に対
して停止表示され、横方向に整列する３つの図柄４４を同時に示し得る長さに設定されて
おり(図５参照)、該線状部２２Ａによって特別遊技状態となり得る図柄組合わせの有効ラ
インを表示するよう構成される。ここで、前記第１透明板１２ａを上側の規制部材に当接
するまで平行移動させると、該透明板１２ａに形成された前記第１の線状部２２Ａは、前
記図柄表示装置１８に表示される上段の図柄に位置し(図５(ｃ))、反対に透明板１２ａを
下側の規制部材に当接するまで平行移動させると、該第１の線状部２２Ａが図柄表示装置
１８の下段の図柄に位置するよう設定されている(図５(ａ))。また第１の線状部２２Ａは
、例えば図３に示す如く、直線的に延在する断面三角形状の凹部であって、第１透明板１
２ａの裏面から所謂谷部に向けて対向的に傾斜する一対の反射面３２,３２で形成されて
いる。
【００２４】
前記第１透明板１２ａの左右外方には、第１の線状部２２Ａにおける両端縁部と対応する
位置に、光源としてのＬＥＤランプ２４,２４が配置されており、その照射光が、該透明
板１２ａの内部を直進したり該透明板１２ａと空気との界面で全反射して、最終的に前記
反射面３２,３２から前面側に出るようになる所謂「エッジライト効果」を利用して、当
該第１の線状部２２Ａを明輝表示させ得るよう構成してある。なお、光源としてはＬＥＤ
ランプ２４に限定されるものでなく、フィラメント式等、他のものであってもよい。
【００２５】
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前記ＬＥＤランプ２４は、図３に示す如く、前記第１透明板１２ａの板厚と同程度の直径
を有し、前方指向性の高い照射光を発光する公知のものであって、小型ながらも第１の線
状部２２Ａの反射面３２,３２を好適に照射可能となっている。第１実施例においては、
第１の線状部２２Ａの両側に位置するＬＥＤランプ２４,２４は、前記第１透明板１２ａ
と一体的に平行移動して、該ＬＥＤランプ２４,２４からの照射光が常に第１の線状部２
２Ａの反射面３２,３２に対して略一定角度で到達するように設定されている。なお、Ｌ
ＥＤランプ２４,２４への給電は、従来公知の各種手段を採用することができる。また各
ＬＥＤランプ２４は、図示しないランプ制御部により点灯・消灯制御されるようになって
おり、その色も、赤色、青色、緑色、黄色、白色、橙色等の種々の発光色のものが採用可
能である。
【００２６】
前記第１の線状部２２Ａの反射面３２,３２は、所謂磨りガラス状に加工されており、巨
視的には不透明状または半透明状を呈しているが、微視的には多数の微小面が連接した凹
凸形状となっており、前記ＬＥＤランプ２４,２４からの照射光により鮮明に明輝し得る
よう構成される。また第１の線状部２２Ａは、その深さが一定ではなく、図４(ａ)に示す
ように、第１透明板１２ａの外端縁から中央部に向かうに従って深くなるよう設定されて
おり、ＬＥＤランプ２４,２４からの照射光が反射面３２,３２に対して所要角度で到達し
て反射され得るよう設定される。更に、第１の線状部２２Ａにおける両反射面３２,３２
の不透明度は全長に亘って均一ではなく、前記ＬＥＤランプ２４の近傍では不透明度が小
さく(透明に近い)、該ＬＥＤランプ２４から離れる程に不透明度が徐々に増大するように
設定されている。具体的には、図４(ｂ)に略示する如く、前記第１の線状部２２Ａの反射
面３２,３２の不透明度は、第１透明板１２ａの外端縁から中央部に向かうに従って徐々
に増大するよう設定され、これによって第１の線状部２２Ａの全体が略均一に明輝するよ
う構成される。
【００２７】
【第１実施例に係る有効ライン表示装置の作用について】
このように構成された第１実施例に係る第１の有効ライン表示装置１１Ａを備えたパチン
コ機Ｐでは、前記始動入賞具６２のスイッチからの始動信号入力条件により、制御回路装
置(図示せず)から発生される制御出力に基いて、前記図柄表示装置１８の図柄４４の変動
が開始される。このとき、前記第１駆動制御手段１６ａから第１駆動手段１４ａに対して
回転信号が送られ、該第１駆動手段１４ａの駆動ローラ２８が回転されると共に、該駆動
ローラ２８の回転に伴って第１透明板１２ａが上下方向に平行移動する。すなわち、この
第１透明板１２ａの平行移動に伴い、前記第１の線状部２２Ａも上下方向に平行移動する
。また、ランプ制御部がＬＥＤランプ２４,２４を点灯制御することで、第１の線状部２
２Ａを明輝させ視認性を向上させることができ、該線状部２２Ａが平行移動していること
を遊技者に認識させ得る。そして、図柄表示装置１８の図柄変動が停止する前に、今回の
図柄組合わせゲームにおいて特別遊技状態となり得る図柄組合わせ位置に第１の線状部２
２Ａが到来した時点で第１透明板１２ａの移動を停止させることで、この第１の線状部２
２Ａにより有効ラインを表示することができる。
【００２８】
有効ラインを表示し得る第１の線状部２２Ａとしては、前記第１透明板１２ａの略中央位
置を通る水平方向に１本のみ形成するよう構成されているが、該第１透明板１２ａを上下
方向に平行移動させることで、該線状部２２Ａにより複数種類の有効ラインを表すことが
可能である。３列×３段で合計９個の図柄４４が表示される前記図柄表示装置１８におい
ては、前記第１透明板１２ａが最下部に位置する場合には、図５(ａ)に示すように各列下
段に停止した図柄群に整列するラインを表し、該透明板１２ａが上方に平行移動すること
で、図５(ｂ)に示すように各列中段に停止した図柄群に整列するラインを表し、透明板１
２ａが最上部に位置する場合には、図５(ｃ)に示すように各列上段に停止した図柄群に整
列するラインを表すことができる。このように、第１実施例の有効ライン表示装置１１Ａ
では、前記第１透明板１２ａを平行移動させることで、有効ラインを表示する第１の線状
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部２２Ａをも平行移動させ得るから、常に定位置に有効ラインが表示される従来に比べ、
視覚的効果を高めて遊技に対する興趣が増大される。
【００２９】
また、前記第１駆動制御手段１６ａにより第１透明板１２ａの移動速度をゲーム性に併せ
て変化させ得るので、演出態様に変化をもたせることができ、一層遊技性や娯楽性を向上
させることができる。例えば、予め設定された条件を満たしたときに、第１透明板１２ａ
を通常とは異なる速度で平行移動するよう制御することで、遊技者に有利な状態への移行
を期待させる演出等も可能となる。
【００３０】
更に、第１透明板１２ａを上方移動または下方移動させている際に、前記第１駆動手段１
４ａを逆回転させてこの透明板１２ａの移動方向を反転させるよう前記第１駆動制御手段
１６ａで制御すれば、有効ラインを表示する第１の線状部２２Ａの移動方向も反転するの
で、意外性のある演出をすることが可能となる。そして、前記第１透明板１２ａの第１の
線状部２２Ａが小刻みに平行移動したり振動して見えるように、移動方向や移動速度を制
御することで、遊技に対する期待感を向上させることも可能である。また、図柄表示装置
１８の図柄変動が停止した後に、第１透明板１２ａを停止させたり、該第１透明板１２ａ
が停止した後にＬＥＤランプ２４,２４を点灯して第１の線状部２２Ａを明輝させる等、
各種の制御が可能である。更には、ＬＥＤランプ２４,２４を各表示ラインと対応する定
位置に固定しておき、第１透明板１２ａのみを平行移動させるようにしてもよい。
【００３１】
なお、以下に示す第２～第６実施例の有効ライン表示装置に関して、前述した第１実施例
と同一の構成については同一の符号を付して詳細な説明は省略し、異なる部分について主
に説明することとする。
【００３２】
【第２実施例に係る有効ライン表示装置】
　図６は、第２実施例に係る有効ライン表示装置(以下、第２の有効ライン表示装置と云
う)１１Ｂを示すものであって、該第２の有効ライン表示装置１１Ｂには、図６に示す如
く、前後に重なって整列し得る縦長の矩形状に形成された２枚の透明板(透明板)１２ｂ,
１２ｃが配設されている。なお、以下の説明において前側に位置する透明板１２ｂを第２
透明板、後側に位置する透明板１２ｃを第３透明板と云う。
【００３３】
　そして、前記第２および第３透明板１２ｂ,１２ｃは略同一形状に形成されると共に、
各透明板１２ｂ,１２ｃの上下方向における略中央位置に、左右に対向する一対の対向片
間において直線的に延在する断面三角形状の凹部であって、前記ＬＥＤランプ２４からの
照射光により明輝表示し得る１本の第２の線状部(線状部)２２Ｂおよび第３の線状部(線
状部)２２Ｃが対応的に形成されている。また、前記第２および第３透明板１２ｂ,１２ｃ
における夫々の左右両側は、複数の前記支持ローラ３０で支持されている。更に、第２お
よび第３透明板１２ｂ,１２ｃの夫々に対応し、各透明板１２ｂ,１２ｃを上下方向に平行
移動させ得る前記第１駆動手段１４ａ,１４ａと、当該透明板１２ｂ,１２ｃの平行移動開
始および停止を制御し得る前記第１駆動制御手段１６ａ,１６ａとを備えている。すなわ
ち、第２および第３透明板１２ｂ,１２ｃを平行移動させることで、前記各第２および第
３の線状部２２Ｂ,２２Ｃも夫々独立して平行移動するようになっている。なお、前記透
視窓部４２の上下に所要間隔で離間して配設される前記規制部材に当接することで、前記
第２および第３透明板１２ｂ,１２ｃの平行移動範囲が規制されて、各透明板１２ｂ,１２
ｃの前記各支持ローラ３０からの脱落が防止される。
【００３４】
【第２実施例に係る有効ライン表示装置の作用について】
前述した第２実施例に係る第２の有効ライン表示装置１１Ｂでは、前記図柄表示装置１８
が搭載されたパチンコ機Ｐの遊技態様に応じて、前後に整列し得るよう重ねて配設される
２枚の第２透明板１２ｂおよび第３透明板１２ｃの夫々が、同期あるいは単独で上下方向
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に平行移動し、特別遊技状態となり得る図柄組合わせ位置に第２または第３の線状部２２
Ｂ,２２Ｃが到来したときに移動停止することで、有効ラインが表示される。このように
有効ラインを表示する各線状部２２Ｂ,２２Ｃを平行移動させ得るから、常に定位置に有
効ラインが表示される従来に比べ、視覚的効果を飛躍的に高めて遊技に対する興趣を増大
させることができる。
【００３５】
ここで、２本の第２および第３の線状部２２Ｂ,２２Ｃで表示し得る有効ラインの種類は
、第２透明板１２ｂにおける第２の線状部２２Ｂのみで表示される種類と、第３透明板１
２ｃにおける第３の線状部２２Ｃのみで表示される種類とを組合わせたものとなり、図７
(ａ)～(ｆ)に示すように、６態様の有効ラインを表示することができる。例えば、第２の
線状部２２Ｂで各列上段に整列する図柄群を有効ラインとして表示している場合には、第
３の線状部２２Ｃにより、各列下段に整列する図柄群(図７(ａ))または各列中段に整列す
る図柄群(図７(ｂ))を有効ラインとして別途表示することができると共に、第２の線状部
２２Ｂと重なって各列上段に整列する図柄群(図７(ｃ))のみを有効ラインとして表示する
こともできる。すなわち、この第２および第３透明板１２ｂ,１２ｃを夫々独立して平行
移動させることで、正面側から見た際に各透明板１２ｂ,１２ｃに形成された第２および
第３線状部２２Ｂ,２２Ｃが重なり１本の有効ラインとして認識される場合と、両線状部
２２Ｂ,２２Ｃが夫々独立して有効ラインを表示し、２本の有効ラインとして認識される
場合との２態様で有効ラインの表示が可能である。
【００３６】
このように、各透明板１２ｂ,１２ｃに形成された第２および第３の線状部２２Ｂ,２２Ｃ
により異なった組合わせで複数の有効ラインを表示することが可能となり、遊技性の多様
化を図ることができる。そして、前記夫々の透明板１２ｂ,１２ｃに配設される第１駆動
手段１４ａ,１４ａを、第１駆動制御手段１６ａ,１６ａで夫々独立して駆動制御すること
で、両透明板１２ｂ,１２ｃの平行移動方向や移動速度を所要に応じて変化させることが
でき、一層複雑な演出をさせて遊技の興趣を増大させることが可能となる。例えば、前記
第２および第３透明板１２ｂ,１２ｃに形成された第２および第３の線状部２２Ｂ,２２Ｄ
が予め設定された条件で動作したときに、遊技者に有利な状態へ移行させる演出も可能で
ある。更には、各透明板１２ｂ,１２ｃの始動開始時点や停止時点を異ならせることで、
遊技性を一層高めることもできる。また、前記第２および第３の線状部２２Ｂ,２２Ｃの
夫々をＬＥＤランプ２４で明輝表示するようにしたので、前述の第１実施例と同様に、各
線状部２２Ｂ,２２Ｃの視認性が向上して平行移動していることを遊技者に認識させ得る
。
【００３７】
【第３実施例に係る有効ライン表示装置について】
　図８は、第３実施例に係る有効ライン表示装置(以下、第３の有効ライン表示装置と云
う)１１Ｃを示すものであって、該第３の有効ライン表示装置１１Ｃでは、図に示す如く
、縦長の矩形状に形成された１枚の第４透明板(透明板)１２ｄで構成され、該透明板１２
ｄを平行移動させる第１駆動手段１４ａと、当該透明板１２ｄの平行移動開始および停止
の制御を行なう第１駆動制御手段１６ａとを備えている。なお、前記第４透明板１２ｄは
前記透視窓部４２を略覆い得る外形寸法に設定されている。また、前記第４透明板１２ｄ
における表裏の両側部近傍には、上下方向の全長に亘ってガイド溝(図示せず)が凹設され
ており、後述する第１のリング状部材２６のレール部材２６ａ,２６ａに沿って摺動し得
るよう構成される。そして、第４透明板１２ｄにおける上下方向の略中央位置には第４の
線状部２２Ｄが形成されると共に、該第４の線状部２２Ｄは前記図柄表示装置１８に対し
て停止表示される縦・横または斜め方向に整列する３つの図柄を同時に表示し得る長さに
設定されて、この線状部２２Ｄによって特別遊技状態となり得る図柄組合わせの有効ライ
ンを表示するよう構成される。なお、前記第４の線状部２２Ｄは第１実施例の場合と同様
に、直線的に延在する断面三角形状の凹部であって、ＬＥＤ２４,２４ランプからの照射
光により明輝表示し得るようになっている。
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【００３８】
前記第１のリング状部材２６は、図８および図９に示すように、自由回転可能な複数の支
持ローラ３０に支持されて回転可能とされると共に、モータ等からなる第２駆動手段１４
ｂの駆動ローラ２９が、該リング状部材２６の外周縁部に当接するよう配設されており、
該第２駆動手段１４ｂの正逆回転に伴って当該リング状部材２６が略垂直平面内で正逆方
向に回転されるよう構成される。そして、この第２駆動手段１４ｂの回転開始、回転停止
、回転方向および回転速度を、第２駆動制御手段１６ｂによって制御するようになってい
る。すなわち、前記第１および第２駆動手段１４ａ,１４ｂは、前記第１および第２駆動
制御手段１６ａ,１６ｂにより夫々独立して制御される。
【００３９】
また、前記第１のリング状部材２６の内部には、その中央を挟んで所要間隔で離間する２
条のガイド部材２６ａ,２６ａが平行に配設され、このガイド部材２６ａ,２６ａに第４透
明板１２ｄにおける前記ガイド溝が摺接する状態で該第４透明板１２ｄが一体的に回転す
るよう支持されている。更に、第１のリング状部材２６に配設された前記第１駆動手段１
４ａの駆動ローラ２８が、前記第４透明板１２ｄの一方の側部に当接するよう配設されて
おり、該第１駆動手段１４ａの正逆回転に伴ってこの第４透明板１２ｄが前記ガイド部材
２６ａ,２６ａに沿って平行移動するよう構成される。そして、この第１駆動手段１４ａ
の回転開始、回転停止、回転方向および回転速度が、前記第１駆動制御手段１６ａによっ
て制御されるようになっている。なお、前記第４の線状部２２Ｄを照射するＬＥＤランプ
２４,２４も、第１のリング状部材２６に配設してある。すなわち、前記第２駆動手段１
４ｂにより前記第１のリング状部材２６が回転される場合には、該リング状部材２６の内
側に位置する前記第４透明板１２ｄ、第１駆動手段１４ａおよびＬＥＤランプ２４,２４
の夫々も一体的に回転されると共に、各部材１２ｄ,１４ａ,２４の相対的な位置関係が変
化することはなく、該第１駆動手段１４ａの回転により第４透明板１２ｄを平行移動させ
得るようになっている。なお、前記第１のリング状部材２６の大きさとしては、前記第４
透明板１２ｄに形成される第４の線状部２２Ｄを、前記透視窓部４２に表示される各列に
整列する図柄群各列の上、中、下段に整列する図柄群を有効ラインとして表示し得る位置
に第４透明板１２ｄを平行移動させ得る寸法に設定される(図１０参照)。
【００４０】
【第３実施例に係る有効ライン表示装置の作用について】
前述した第３実施例に係る第３の有効ライン表示装置１１Ｃでは、前記図柄表示装置１８
が搭載されたパチンコ機Ｐの遊技態様に応じて第４透明板１２ｄは、第１駆動手段１４ａ
の回転に伴い第１のリング状部材２６に設けられるガイド部材２６ａ,２６ａに沿って平
行移動する。更に、第２駆動手段１４ｂの回転に伴い第１のリング状部材２６が回転され
ることで、併せて前記第４透明板１２ｄも回転される。そして、特別遊技状態となり得る
図柄組合わせ位置に第４の線状部２２Ｄが到来したときに平行移動停止または回転停止す
ることで、有効ラインを該第４の線状部２２Ｄで表示する。
【００４１】
すなわち、前記第４透明板１２ｄにはその略中央位置を通る１本の第４の線状部２２Ｄの
みが形成されているが、該第４透明板１２ｄを平行移動または回転させることにより、３
列×３段で合計９個の図柄４４が表示される前記透視窓部４２において、図１０(ａ)～(
ｈ)に示す如く、特別遊技状態となり得る有効ラインとして８種類を表示することが可能
となり、遊技性の多様化を図り得る。また、第１および第２駆動制御手段１６ａ,１６ｂ
で対応する第１および第２駆動手段１４ａ,１４ｂを独立して回転制御させ得るように構
成したので、前記第４透明板１２ｄにおける第４の線状部２２Ｄを同時に平行移動および
回転させたり、単独で平行移動または回転させることができ、複雑な演出が可能となる。
【００４２】
このように第３実施例の有効ライン表示装置１１Ｃでは、有効ラインを表示する第４の線
状部２２Ｄを平行移動させ得ると共に回転させ得るから、常に定位置に有効ラインが表示
される従来に比べ、視覚的効果を飛躍的に高めて遊技に対する興趣を増大させることがで
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きる。また、ゲーム性に併せて第４透明板１２ｄの移動速度や回転速度、移動方向、回転
方向等を、前記第１および第２駆動制御手段１６ａ,１６ｂで制御し変化させることで、
多種多様な演出態様が可能となり、遊技性や娯楽性を一層向上させることができる。例え
ば、予め設定された条件で前記第４透明板１２ｄに形成された第４の線状部２２Ｄが動作
したときに、遊技者に有利な状態へ移行させる演出も可能である。
【００４３】
更にまた、第４透明板１２ｄを平行移動または回転させているときに、前記第１または第
２駆動手段１４ａ,１４ｂを逆回転させて該透明板１２ｄの動作に変化を与えるよう前記
第１および第２駆動制御手段１６ａ,１６ｂで制御すれば、有効ラインを表示する前記第
４の線状部２２Ｄの動作方向も変化されるので意外性のある演出ができる。なお、図柄表
示装置１８の図柄変動が停止した後に、第４透明板１２ｄを停止させたり、該第４透明板
１２ｄが停止した後にＬＥＤランプ２４,２４を点灯して第４の線状部２２Ｄを明輝させ
る等、各種の制御が可能である。また、前記第４の線状部２２ＤをＬＥＤランプ２４で明
輝表示するようにしたので、前述の第１実施例と同様に、該線状部２２Ｄの視認性が向上
して平行移動や回転していることを遊技者に明確に認識させ得る。
【００４４】
【第４実施例に係る有効ライン表示装置について】
　図１１は、第４実施例に係る有効ライン表示装置(以下、第４の有効ライン表示装置と
云う)１１Ｄを示すものであって、該第４の有効ライン表示装置１１Ｄには、図に示す如
く、前後に重ねて配設される２枚の透明板１２ｅ,１２ｆが配設され、前側には縦長の矩
形状に形成された第５透明板(透明板)１２ｅが位置し、後側に略正方形状に形成された第
６透明板(透明板)１２ｆが位置している。
【００４５】
また、前記第５透明板１２ｅは、基本的な構成は前述の第１実施例と同様であり、図１１
に示すように、該透明板１２ｅの上下方向における略中央位置に、直線的に延在する断面
三角形状の凹部であって、前記ＬＥＤランプ２４からの照射光により明輝表示し得る１本
の第５の線状部２２Ｅが形成されている。そして、前記第５透明板１２ｅを上下方向に平
行移動させ得る前記第１駆動手段１４ａと、当該透明板１２ｅの平行移動開始および停止
を制御し得る前記第１駆動制御手段１６ａとを備えている。
【００４６】
後側に位置する前記第６透明板１２ｆは、複数の前記支持ローラ３０に支持されて回転可
能な第２のリング状部材２７の内側に、略垂直面内で一体的に回転可能に配設固定されて
いる。なお、前記第６透明板１２ｆの中心は、前記第５透明板１２ｅの略中心に一致する
と共に、第２のリング状部材２７の直径は前記３列×３段の図柄表示装置１８における対
角線の長さ寸法より大きく設定されている。また、前記第２転駆動手段１４ｂの駆動ロー
ラ２９が、前記第２のリング状部材２７の外周縁部に当接する状態で配設されており、該
第２回転駆動手段１４ｂの正逆回転によって該リング状部材２７と一体的に第６透明板１
２ｆが正逆回転されるよう構成されている。更にまた、この第２駆動手段１４ｂの回転開
始、回転停止、回転方向および回転速度が、前記第２駆動制御手段１６ｂによって制御さ
れるようになっている。そして、第６透明板１２ｆの回転に伴って、該透明板１２ｆに形
成される後述の第６の線状部２２Ｆも回転される。
【００４７】
　第６透明板１２ｆの裏面には、図１１において左右に対向する一対の対向片間において
、該透明板１２ｆの上下方向の略中央(板面の中央)を通る位置に線状部としての第６の線
状部２２Ｆが形成され、特別遊技状態となり得る図柄組合わせの有効ラインを表示するよ
う構成されている。この第６の線状部２２Ｆは、図１２に示すように、前記図柄表示装置
１８に対して停止表示される縦・横または斜め方向に整列する３つの図柄４４を同時に示
し得る長さに設定されると共に、前記第５の線状部２２Ｅと平行の関係となり得る姿勢で
形成されている。なお、この第６の線状部２２Ｆは、第１実施例における透明板の線状部
と同様に前記ＬＥＤランプ２４からの照射光により明輝表示し得るようになっている。こ
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のように、第４実施例では、第５透明板１２ｅと第６透明板１２ｆの夫々に形成される線
状部２２Ｅ,２２Ｆによって、有効ラインを表示し得るよう構成される。
【００４８】
【第４実施例に係る有効ライン表示装置の作用について】
前述した第４実施例に係る第４の有効ライン表示装置１１Ｄでは、前記図柄表示装置１８
が搭載されたパチンコ機Ｐの遊技態様に応じて第５透明板１２ｅは、前記第１駆動手段１
４ａの回転に伴い上下方向に平行移動され、これにより第５の線状部２２Ｅも平行移動す
る。また、前記第２駆動手段１４ｂの回転に伴って第６透明板１２ｆが回転され、これに
より第６の線状部２２Ｆも回転される。そして、特別遊技状態となり得る図柄組合わせ位
置に前記第５および第６の線状部２２Ｅ,２２Ｆが到来したときに移動停止または回転停
止することで、有効ラインを表示する。このように、有効ラインを表示する第５または第
６の線状部２２Ｅ,２２Ｆを平行移動または回転させ得るから、常に定位置に有効ライン
が表示される従来に比べ、視覚的効果を飛躍的に高めて遊技に対する興趣を増大させるこ
とができる。
【００４９】
このように２本の第５および第６の線状部２２Ｅ,２２Ｆで表示し得る有効ラインの種類
は、第５透明板１２ｅにおける第５の線状部２２Ｅで表示される有効ラインと、第６透明
板１２ｆにおける第６の線状部２２Ｆで表示される有効ラインとを組合わせた多種類とな
る。そこで、一例として、第５透明板１２ｅにおける第５の線状部２２Ｅで、３列×３段
で合計９個の図柄４４が表示される前記図柄表示装置１８において、各列中段に整列する
図柄群を有効ラインとして表示している状態で、第６透明板１２ｆを回転させて第６の線
状部２２Ｆにより異なる有効ラインを表示する第１のパターンと、第６透明板１２ｆにお
ける第６の線状部２２Ｆで、該図柄表示装置１８における左列上段、中列中段および右列
下段に整列する図柄群を有効ラインとして表示している状態で、第５透明板１２ｅを平行
移動させて第５の線状部２２Ｅで異なる有効ラインを表示する第２のパターンについて説
明する。
【００５０】
すなわち、第１のパターンでは、図１３に示すように、第５の線状部２２Ｅで各列中段に
整列する図柄群を有効ラインとして表示しているもとで、第６透明板１２ｆを回転させる
ことで第６の線状部２２Ｆにより、左列の上段、中列の中段および右列の下段の斜めに整
列する図柄群(図１３(ａ))、中列の上段、中段および下段に整列する図柄群(図１３(ｂ))
または右列の上段、中列の中段および左列の下段の斜めに整列する図柄群(図１３(ｃ))お
よび前記第５の線状部２２Ｅと重なって各列中段に整列する図柄群(図１３(ｄ))の４種類
を有効ラインとして表示することができる。
【００５１】
また第２のパターンでは、図１４に示すように、第６透明板１２ｆにおける第６の線状部
２２Ｆで左列上段、中列中段および右列下段に整列する図柄群を有効ラインとして表示し
ているもとで、第５透明板１２ｅを平行移動させることで第５の線状部２２Ｅにより、各
列上段に整列する図柄群(図１４(ａ))、各列中段に整列する図柄群(図１４(ｂ))および各
列下段に整列する図柄群(図１４(ｃ))の３種類を有効ラインとして表示することができる
。
【００５２】
このように、第５透明板１２ｅと第６透明板１２ｆとを夫々独立して平行移動または回転
させることで、正面側から見た際に各透明板１２ｅ,１２ｆに形成された各線状部２２Ｅ,
２２Ｆの夫々が重なり１本の有効ラインとして認識される場合と、両線状部２２Ｅ,２２
Ｆが夫々独立して有効ラインを表示して２本の有効ラインとして認識される場合との２態
様で有効ラインを表示することが可能である。すなわち、第４実施例に係る第４の有効ラ
イン表示装置１１Ｄでは、前後に配設される前記第５透明板１２ｅおよび第６透明板１２
ｆを設け、独立して平行移動または回転させることで、各透明板１２ｅ,１２ｆに形成さ
れた各線状部２２Ｅ,２２Ｆにより複数の異なった組合わせで有効ラインを表示すること



(13) JP 4232140 B2 2009.3.4

10

20

30

40

50

ができ、遊技性の多様化を図り得る。そして、前記第５および第６透明板１２ｅ,１２ｆ
に配設される第１および第２駆動手段１４ａ,１４ｂを、第１および第２駆動制御手段１
６ａ,１６ｂで夫々独立して制御することで、該第５透明板１２ｅの平行移動方向や移動
速度または第６透明板１２ｆの回転方向や回転速度を所要に応じて変化させることができ
、一層複雑な演出が可能となる。更には、各透明板１２ｅ,１２ｆの始動開始時点や停止
時点を異ならせることで、遊技の興趣を一層高めることもできる。
【００５３】
【第５実施例に係る有効ライン表示装置について】
　図１５は、第５実施例に係る有効ライン表示装置(以下、第５の有効ライン表示装置と
云う)１１Ｅを示すものである。この第５の有効ライン表示装置１１Ｅの基本的な構成は
、第４実施例と同一であって、前側に位置する第７透明板(透明板)１２ｇに形成される線
状部としての第７の線状部２２Ｇおよび後側に位置する第８透明板(第２の透明板)１２ｈ
に形成される別の線状部としての第８の線状部２２Ｈの形成範囲が異なっている。
【００５４】
すなわち、第７透明板１２ｇの裏面に形成される第７の線状部２２Ｇは、該透明板１２ｇ
の１つの辺における長手方向の中央から板面の中央まで延在する長さに設定される。また
、第８透明板１２ｈの裏面に形成される第８の線状部２２Ｈも同様に、該透明板１２ｈの
１つの辺における長手方向の中央から板面の中央まで延在する長さに設定されている。す
なわち、両線状部２２Ｇ,２２Ｈの構成は、基本的には前述した各実施例の線状部と同じ
であるが、その長さが半分に設定されて、各線状部２２Ｇ,２２Ｈでは前記図柄表示装置
１８に表示される図柄４４のうち、夫々２つの図柄４４,４４を同時に示し得るよう構成
される。そして、このように長さを変更したことで、２本の線状部２２Ｇ,２２Ｈを組合
わせることで、前述した第１～第４実施例とは異なる折れ曲がった有効ラインも表示し得
るようになる。なお、両線状部２２Ｇ,２２Ｈの深さは、透明板１２ｇ,１２ｈの端縁部か
ら中央に向かうに従って深くなるよう設定される。
【００５５】
第５の有効ライン表示装置１１Ｅでは、第７透明板１２ｇの外方における第７の線状部２
２Ｇの開放端縁部(透明板１２ｇの辺に臨む端縁部)と対応する位置に１個のＬＥＤランプ
２４が配置される。また第８透明板１２ｈの外方における第８の線状部２２Ｈの開放端縁
部(透明板１２ｈの辺に臨む端縁部)と対応する位置にも１個のＬＥＤランプ２４が配置さ
れる。そして、各ＬＥＤランプ２４は、対応する第７透明板１２ｇと共に一体的に平行移
動、または第８透明板１２ｈと共に一体的に回転するよう構成され、各ＬＥＤランプ２４
からの照射光により常に第７または第８の線状部２２Ｇ,２２Ｈを明輝させ得るよう構成
してある。
【００５６】
【第５実施例に係る有効ライン表示装置の作用について】
前述した第５実施例に係る第５の有効ライン表示装置１１Ｅでは、前記図柄表示装置１８
が搭載されたパチンコ機Ｐの遊技態様に応じて第７透明板１２ｇと第８透明板１２ｈとが
、同期して上下方向に平行移動または所定方向に回転したり、単独で上下方向に平行移動
または所定方向に回転して、特別遊技状態となり得る図柄組合わせ位置に各透明板１２ｇ
,１２ｈに形成された第７または第８の線状部２２Ｇ,２２Ｈが到来したときに移動または
回転を停止することで、有効ラインを表示する。
【００５７】
第５実施例のように２本の線状部２２Ｇ,２２Ｈで表示し得る有効ラインの種類は、第７
透明板１２ｇの第７の線状部２２Ｇと、第８透明板１２ｈの第８の線状部２２Ｈとを組合
わせた多数種となる。そこで、一例として、第７透明板１２ｇにおける第７の線状部２２
Ｇが、前記図柄表示装置１８に表示される図柄４４のうち、中列中段および右列中段に整
列する図柄群を示している状態で、第８透明板１２ｈにおける第８の線状部２２Ｈで異な
る図柄群を示すことで有効ラインを表示するパターンについて説明する。なお、図１６(
ａ)に示すように、第８透明板１２ｈにおける第８の線状部２２Ｈを、第７透明板１２ｇ
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における第７の線状部２２Ｇと前後に重なるように停止した場合は、３個の図柄４４の図
柄組合わせラインを表示しない状態となる。
【００５８】
▲１▼第８の線状部２２Ｈで、中列中段と右列下段の図柄４４を示すことで、図１６(ｂ)
に示す如く、右列中段、中列中段および右列下段に停止する図柄群を有効ラインとして表
示する。
▲２▼第８の線状部２２Ｈで、中列中段と中列下段の図柄４４を示すことで、図１６(ｃ)
に示す如く、右列中段、中列中段および中列下段に停止する図柄群を有効ラインとして表
示する。
▲３▼第８の線状部２２Ｈで、中列中段と左列下段の図柄４４を示すことで、図１６(ｄ)
に示す如く、右列中段、中列中段および左列下段に停止する図柄群を有効ラインとして表
示する。
▲４▼第８の線状部２２Ｈで、中列中段と左列中段の図柄４４を示すことで、図１６(ｅ)
に示す如く、右列中段、中列中段および左列中段に停止する図柄群を有効ラインとして表
示する。
▲５▼第８の線状部２２Ｈで、中列中段と左列上段の図柄４４を示すことで、図１６(ｆ)
に示す如く、右列中段、中列中段および左列上段に停止する図柄群を有効ラインとして表
示する。
▲６▼第８の線状部２２Ｈで、中列中段と中列上段の図柄４４を示すことで、図１６(ｇ)
に示す如く、右列中段、中列中段および中列上段に停止する図柄群を有効ラインとして表
示する。
▲７▼第８の線状部２２Ｈで、中列中段と右列上段の図柄４４を示すことで、図１６(ｈ)
に示す如く、右列中段、中列中段および右列上段に停止する図柄群を有効ラインとして表
示する。
【００５９】
なお、前述した有効ラインのパターンは一例であって、第７透明板１２ｇにおける第７の
線状部２２Ｇで示す位置を変更することで、更に異なる有効ラインを表示することが可能
である。
【００６０】
このように第５実施例の有効ライン表示装置１１Ｅでは、各透明板１２ｇ,１２ｈに形成
する線状部２２Ｇ,２２Ｈの長さを短かく設定したことで、３つの図柄４４が直線状に整
列した有効ラインの他に、折れ曲がった有効ラインを表示することができ、遊技性の幅を
広げることが可能となる。なお、その他の作用効果に関しては、前述した各実施例と同様
である。
【００６１】
【第６実施例に係る有効ライン表示装置について】
　図１７は、第６実施例に係る有効ライン表示装置(以下、第６の有効ライン表示装置と
云う)１１Ｆを示すものであって、該第６の有効ライン表示装置１１Ｆでは、図に示す如
く、前後に重ねて配設される２つの透明板(透明板)１２ｉ,１２ｊが配設されている。こ
こで、前側に位置する縦長で矩形状の第９透明板１２ｉは、前述した第３実施例の透明板
と同一構成であり、該第９透明板１２ｉにおける表裏の両側部近傍に形成されるガイド溝
に、第１のリング状部材２６のレール部材２６ａ,２６ａが摺接している。また、前述し
た第５実施例の透明板に形成した線状部と同様に、前記第９透明板１２ｉには、１つの辺
における長手方向の中央から板面の中央まで延在する長さに設定され、前記ＬＥＤランプ
２４からの照射光により明輝表示し得る１本の第９の線状部(線状部)２２Ｉが形成されて
いる。そして、第９透明板１２ｉの一方の側部に駆動ローラ２８を当接する第１駆動手段
１４ａとリング状部材２６の外周縁部に駆動ローラ２９を当接する第２駆動手段１４ｂと
を所要に応じて回転させることで、前記第９の線状部２２Ｉを平行移動および回転させる
ことができる。なお、前記第１駆動手段１４ａは、前側に突出するよう配設されている
【００６２】
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また、図１７に示すように、後側に位置する縦長で矩形状の第１０透明板１２ｊも、基本
的な構成は前記第９透明板１２ｉと同様で、表裏の両側部近傍に形成されるガイド溝が、
第１のリング状部材２６に形成したレール部材２６ａ,２６ａに摺接すると共に、１つの
辺における長手方向の中央から板面の中央まで延在する長さに設定され、前記ＬＥＤラン
プ２４からの照射光により明輝表示し得る１本の第１０の線状部２２Ｊが形成されている
。そして、前記第１０透明板１２ｊに対応するリング状部材２６の外周縁部に駆動ローラ
２９を当接する前記第２駆動手段１４ｂを回転させることで、前記第１０の線状部２２Ｊ
を回転可能となっている。ここで、前記第１０透明板１２ｊの一方の側部に駆動ローラ２
８を当接し、該透明板１２ｊを平行移動させ得る第１駆動手段１４ａは、前記第９透明板
１２ｉの一方の側部に当接する第１駆動手段１４ａと逆向き、すなわち後側に突出するよ
う配設される。そして、前記各第２駆動手段１４ｂ,１４ｂにより第９または第１０透明
板１２ｉ,１２ｊを回転させた際に、前後の第１駆動手段１４ａ,１４ａに透明板１２ｉ,
１２ｊが干渉して回転が阻害されないよう構成されている。
【００６３】
【第６実施例に係る有効ライン表示装置の作用について】
　前述した第６実施例に係る第６の有効ライン表示装置１１Ｆでは、前記図柄表示装置１
８が搭載されたパチンコ機Ｐの遊技態様に応じて第９または第１０透明板(透明板)１２ｉ
,１２ｊは、夫々に対応して配設された各第１駆動手段１４ａの回転に伴い平行移動する
。更に、両透明板１２ｉ,１２ｊの夫々に対応して配設された第２駆動手段１４ｂの回転
に伴い回転され、前記第９および第１０の線状部２２Ｉ,２２Ｊも回転される。そして、
特別遊技状態となり得る図柄組合わせ位置に前記各線状部２２Ｉ,２２Ｊが到来したとき
に移動停止または回転停止することで、有効ラインを表示する。
【００６４】
前記第９または第１０透明板１２ｉ,１２ｊの夫々には、その略中央位置を通る１本の線
状部２２Ｉ,２２Ｊのみが形成されているが、各透明板１２ｉ,１２ｊを平行移動および回
転可能とすることで、特別遊技状態となり得る多数の有効ラインを表示することが可能と
なり、遊技性の多様化を図り得る。そこで、図１８(ａ)に示すように、第９または第１０
透明板１２ｉ,１２ｊにおける各線状部２２Ｉ,２２Ｊが前後に重なって、前記透視窓部４
２に表示される図柄４４のうち、右列中段および中列中段に整列する図柄群を示している
状態で、各線状部２２Ｉ,２２Ｊを平行移動または回転させた場合の一例について説明す
る。
【００６５】
このように、各透明板１２ｉ,１２ｊに形成する線状部２２Ｉ,２２Ｊの長さを短かく設定
したことで、３つの図柄４４が直線状に整列した有効ラインの他に、折れ曲がった有効ラ
インを表示することができ、遊技性の幅を広げることが可能となる。なお、その他の作用
効果に関しては、前述した各実施例と同様である。なお、前述した有効ラインのパターン
は一例であって、第９および第１０の線状部２２Ｉ,２２Ｊで示す位置を変更することで
、更に異なる有効ラインを表示することが可能である。
【００６６】
【参考例に係る有効ライン表示装置について】
　図１９は、参考例に係る有効ライン表示装置(以下、第７の有効ライン表示装置と云う)
１１Ｇを示すものであって、該第７の有効ライン表示装置１１Ｇでは、図に示す如く、前
後に重ねて配設される２つの枠体１３ａ,１３ｂが配設されている。ここで、前側には縦
長で矩形の枠状に形成された矩形枠体１３ａが位置すると共に、後側にはリング状に形成
された円形枠体１３ｂが位置している。すなわち、前記両枠体１３ａ,１３ｂの開口部を
介して、前記図柄表示装置１８の図柄表示部分が正面側から視認し得るようになっている
。
【００６７】
図１９に示すように、前記矩形枠体１３ａの左右両側は、複数の前記支持ローラ３０で支
持されて該矩形枠体１３ａの横移動を規制すると共に、上下方向への平行移動を許容し得
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るよう構成されている。なお、前記矩形枠体１３ａを上下動した際に、前記透視窓部４２
の内部に露出することがない大きさとされる。また、モータ等からなる前記第１駆動手段
１４ａの駆動ローラ２８が、前記矩形枠体１３ａの一方の側部に当接するよう配設されて
おり、該第１駆動手段１４ａの正逆回転に伴い矩形枠体１３ａが略垂直平面内で上下方向
に平行移動するよう構成される。そして、この第１駆動手段１４ａの回転開始、回転停止
、回転方向および回転速度が、前記第１駆動制御手段１６ａによって制御される。なお、
前記透視窓部４２から所要の間隔で上下に離間した位置に配設される規制部材(図示せず)
に、前記矩形枠体１３ａが当接することで平行移動の範囲が規制され、駆動ローラ２８や
支持ローラ３０から脱落しないようになっている。
【００６８】
　また、前記矩形枠体１３ａの左右に対向する枠間において、該矩形枠体１３ａの上下方
向における略中央位置に１本の第１４の線状部２３Ａが形成されている。なお、第１４の
線状部２３Ａとして、例えば金属線や棒部材、紐等の各種部材を採用することができ、該
線状部２３Ａに所要の色彩を付与することも可能である。この第１４の線状部２３Ａは、
前記図柄表示装置１８に対して停止表示され、横方向に整列する３つの図柄４４を同時に
示し得る長さに設定されている。
【００６９】
　前記矩形枠体１３ａの後側に位置する前記円形枠体１３ｂの中心は、前記透視窓部４２
の略中心に一致すると共に、透視窓部４２の内部に露出しないようになっている。また、
前記円形枠体１３ｂの外周縁部には、複数の前記支持ローラ３０が当接されて、略垂直面
内で回転可能に支持されている。更に、前記第２駆動手段１４ｂの駆動ローラ２９が、前
記円形枠体１３ｂの外周縁部に当接する状態で配設されており、該第２駆動手段１４ｂの
正逆回転によってこの円形枠体１３ｂを正逆回転するよう構成される。更にまた、この第
２駆動手段１４ｂの回転開始、回転停止、回転方向および回転速度が、前記第２駆動制御
手段１６ｂによって制御されるようになっている。
【００７０】
また、前記円形枠体１３ｂには、その中心を通る直径方向の全長に亘って直線的に延在す
る第１５の線状部２３Ｂが形成されている。なお、前記第１４の線状部２３Ａと同様に、
前記円形枠体１３ｂの線状部２３Ｂとしては、例えば金属線や棒部材、紐等の各種部材を
採用することができ、線状部２３Ｂに所要の色彩を付与することも可能である。また、第
１５の線状部２３Ｂは、前記透視窓部４２に表示される斜め方向に停止した図柄群(例え
ば左列上段、中列中段および右列下段等)を同時に示し得るよう寸法設定されると共に、
前記第１４の線状部２３Ａと平行の関係となり得る姿勢で形成されている。このように、
前記円形枠体１３ｂに第１５の線状部２３Ｂを形成することで、該円形枠体１３ｂを第２
駆動手段１６ｂで回転させることで、第１５の線状部２３Ｂも回転させることができる。
【００７１】
そして、平行移動し得る前記矩形枠体１３ａと回転し得る前記円形枠体１３ｂから構成さ
れる第７の有効ライン表示装置１１Ｇでは、各枠体１３ａ,１３ｂに形成される第１４ま
たは第１５の線状部２３Ａ,２３Ｂの夫々を平行移動または回転して示される図柄４４の
組合わせを異ならせることで、前記第４実施例と同じ種類の有効ラインを表示することが
できる。従って、この場合の作用効果は第４実施例と同じである。また、前記線状部２３
Ａ,２３Ｂに各種の色彩を付与すれば、両線状部２３Ａ,２３Ｂの夫々の視認性を向上させ
ることができ、当該夫々の線状部２３Ａ,２３Ｂが平行移動または回転していることを遊
技者に認識させ得る。
【００７２】
【変更例】
　なお、実施例では透明板として縦長の透明板を用いたが、適正な長さの線状部を形成し
得るものであれば、多角形や円形等任意の形状を採用し得る。また、透明板の枚数は、実
施例に示す１または２枚に限定されるものでなく、各透明板に形成される線状部に関して
も、その位置や長さを任意に設定することが可能である。
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【００７３】
　例えば、前後に重なって整列し得る略同一形状の縦長の矩形状に形成された５枚の透明
板で構成する。そして、前記透明板の内の３枚には、左右に対向する一対の対向片間にお
いて直線的に延在し、図柄組合わせの有効ラインを表示する第１～第３の別線状部(線状
部)５２Ａ～５２Ｃを夫々形成する(図２０参照)。また、１枚の透明板には左右に対向す
る一対の対向片間において右下がりに傾斜して延在し、前記透視窓部４２における左列上
段、中列中段および右列下段に整列する図柄群を示し得る第４の別線状部(線状部)５２Ｄ
を形成する。更に、１枚の透明板には左右に対向する一対の対向片間において左下がりに
傾斜して延在し、前記透視窓部４２における左列下段、中列中段および右列上段に整列す
る図柄群を示し得る第５の別線状部(線状部)５２Ｅを形成する。更にまた、各透明板の夫
々に平行移動させる駆動手段および該駆動手段を制御する駆動制御手段(何れも図示せず)
を配設し、夫々独立して平行移動し得るよう構成する。なお、前記各透明板の縦方向の長
さ寸法および各別線状部５２Ａ～５２Ｅの形成位置は、各透明板を最上部まで平行移動さ
せた場合には、各別線状部５２Ａ～５２Ｅにより前記透視窓部４２に整列する図柄群を表
示し得ると共に、最下部まで平行移動させた場合には、各別線状部５２Ａ～５２Ｅが透視
窓部４２から露出しないように設定される。
【００７４】
このように構成すれば、前記透明板を平行移動させることで、前記各別線状部５２Ａ～５
２Ｅも平行移動されるので、定位置に有効ラインが表示される従来に比べ、視覚的効果を
飛躍的に高めて遊技に対する興趣が増大させることができる。また、５本の別線状部５２
Ａ～５２Ｅで表示し得る有効ラインの種類は、図２０に一例を示すように、各透明板にお
ける別線状部５２Ａ～５２Ｅで表示される有効ラインの種類の夫々を組合わせた多種類と
なり、遊技性の多様化を図り得る。更に、前述した各実施例と同様の作用効果も得られる
。
【００７５】
そして、線状部は実施例に示した断面三角形状に限定されるものではなく、ＬＥＤランプ
(光源)からの照射光を適切に反射し得れば、例えば断面コ字状あるいはＵ字状等であって
もよく、更には透明板の板面から外方に突出する突部で線状部を構成することもできる。
そして、線状部をＬＥＤランプの光で明輝させるのみでなく、透明板の表面または裏面に
、塗料やシール等の手段により線状部を設けるようにしてもよい。
【００７６】
また、実施例では透視窓部に３列×３段で合計９個の図柄が表示される場合で説明したが
、該透視窓部に表示される図柄の数はこれに限定されるものでない。更に、透視窓部に表
示される図柄の数に応じて、前記透明板の数や線状部の位置あるいは長さは適宜に設定さ
れるものである。なお、各実施例において透明板の周囲等に適宜の着色を施せば、新鮮な
演出が可能となる。
【００７７】
　また、実施例では透明板を上下方向に平行移動させるよう構成したが、左右方向や斜め
方向に平行移動させるようにすることもできる。例えば図２１に示すように、第８の有効
ライン表示装置１１Ｈとして、横長の矩形状に形成した別透明板７２から構成し、この別
透明板７２の上側に前記第１駆動手段１４ａの駆動ローラ２８を当接させ、該第１駆動手
段１４ａの回転により当該別透明板７２を横方向に平行移動するよう構成する。そして、
前記別透明板７２の左右に対向する一対の対向片間において、該別透明板７２の表面にお
ける上下方向の略中央(板面の中央)位置に、有効ラインを表示する別線状部(線状部)８２
を塗料等で着色して形成する。なお、前記別線状部８２を右方向に最大に平行移動させる
と前記透視窓部４２における横に整列する図柄群を示し、前記別透明板７２を左に移動さ
せることで前記透視窓部４２から露出しないように設定されている。この場合、図２２に
示すように、前記別透明板７２を平行移動させることで、有効ラインを表わす別線状部８
２を横方向から次第に延出させ得るので、新たな遊技の演出が可能となる。また前述の各
実施例と同様に、常に定位置に有効ラインが表示される従来に比べ、視覚的効果を高めて
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遊技に対する興趣が増大される。なお、別透明板７２に形成される別線状部８２の位置、
姿勢、数等は任意に設定可能である。
【００７８】
　また、透明板を平行移動または回転させる機構は、実施例の構成に限定されるものでな
く、例えば透明板の中心に突設した軸に回転駆動手段を直接または間接的に連結して回転
させる等、その他各種の手段を用いることができる。なお、遊技機に採用される図柄表示
装置は、液晶式に限らずベルト式やドラム式等の各種の図柄表示装置を採用し得るもので
あり、このベルト式やドラム式であっても、透視窓部に停止表示させる複数列・複数段の
図柄と対応する数のベルトおよびドラムを配設することで、全ての図柄を異ならせること
は可能である。
【００７９】
【発明の効果】
　以上説明した如く、本発明に係る有効ライン表示装置を有する遊技機によれば、表示窓
部に対応的に配設した有効ラインを指示する線状部を形成した透明板を駆動手段により平
行移動させ、該線状部を形成した透明板を駆動制御手段により移動停止し得るよう構成し
たから、該線状部により図柄組合わせの有効ラインを動的に演出表示することができ、遊
技の興趣を高めることができる。また、線状部の移動方向あるいは移動速度を駆動制御手
段により制御して変化させることによって、視覚的効果を向上させ得る。更に、線状部を
形成した透明板を複数とすることにより、一層複雑な演出で図柄組合わせの有効ラインを
表示することができると共に、遊技性の幅を広げることができる。そして、平行移動可能
な透明板とは別に設けた回転可能な透明板に線状部を形成したことで、両透明板の線状部
により図柄組合わせの有効ラインをより動的に演出表示でき、遊技の興趣を高めることが
できる。更に、図柄表示装置の図柄組合わせゲームと、有効ライン表示装置による図柄組
合わせ有効ラインの動的な演出表示によって、より興趣に富んだ遊技が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施例に係る有効ライン表示装置を示す概略斜視図である。
【図２】第１実施例に係る有効ライン表示装置が実施されるパチンコ機を示す正面図であ
る。
【図３】透明板の両端縁部側に配置したＬＥＤランプからの照射光が線状部を形成する反
射面で反射して透明板の前面側へ出光することで、該線状部が明輝して有効ラインを表示
する態様を示す説明断面図である。
【図４】　(ａ)は、透明板の線状部において、両端縁部から中央部に向かうにつれて徐々
に深くなるよう設定することで、ＬＥＤランプからの照射光が反射面に対して所要角度で
到達して反射され易くなることを示す説明断面図であり、(ｂ)は、透明板の線状部を形成
する反射面の不透明度を、両端縁部から中央部に向かうにつれて徐々に増大するよう設定
することで、該線状部全体が略均一に明輝されることを示す説明断面図である。
【図５】第１実施例に係る有効ライン表示装置の動作を概略で示し、(ａ)は該有効ライン
表示装置が最下部に位置し、(ｂ)は有効ライン表示装置が途中位置にあり、(ｃ)は有効ラ
イン表示装置が最上部に位置している。
【図６】本発明の第２実施例に係る有効ライン表示装置を示す概略斜視図である。
【図７】第２実施例に係る有効ライン表示装置の線状部により表示し得る有効ラインのパ
ターンを示す説明図である。
【図８】本発明の第３実施例に係る有効ライン表示装置を示す概略斜視図である。
【図９】第３実施例に係る有効ライン表示装置の線状部を示し、透明板を上部に平行移動
させた状態を示す正面図である。
【図１０】第３実施例に係る有効ライン表示装置の線状部により表示し得る有効ラインの
パターンを示す説明図である。
【図１１】本発明の第４実施例に係る有効ライン表示装置を示す概略斜視図である。
【図１２】第４実施例に係る有効ライン表示装置の線状部を示し、後側に位置する透明板
を、所要角度回転させた状態を示す正面図である。
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【図１３】第４実施例に係る有効ライン表示装置の線状部により表示し得る有効ラインの
パターンの一例を示す説明図である。
【図１４】第４実施例に係る有効ライン表示装置の線状部により表示し得る有効ラインの
パターンの別例を示す説明図である。
【図１５】本発明の第５実施例に係る有効ライン表示装置を示す概略斜視図である。
【図１６】第５実施例に係る有効ライン表示装置の線状部により表示し得る有効ラインの
パターンの一例を示す説明図である。
【図１７】本発明の第６実施例に係る有効ライン表示装置を示す概略斜視図である。
【図１８】第６実施例に係る有効ライン表示装置の線状部により表示し得る有効ラインの
パターンの一例を示す説明図である。
【図１９】　参考例に係る有効ライン表示装置を示す概略斜視図である。
【図２０】本発明の有効ライン表示装置の変更例に係る有効ライン表示装置の線状部によ
り表示し得る有効ラインのパターンの一例を示す説明図である。
【図２１】本発明の有効ライン表示装置の変更例を示す概略斜視図である。
【図２２】変更例に係る有効ライン表示装置の動作と線状部の関係を概略で示す正面図で
あり、(ａ)は該有効ライン表示装置が最も左側にあり、線状部が透視窓部の内部に露出し
ていない状態を示し、(ｂ)は該有効ライン表示装置が右側に平行移動され、線状部が透視
窓部の内部に延出している状態を示す。
【図２３】図柄表示装置を裏側に設置したパチンコ機の遊技盤を示す正面図である。
【図２４】３列×３段で合計９個の図柄を図柄表示部に停止表示する図柄表示装置の場合
に、特定の図柄組合わせが成立可能な有効ラインを、大型装飾部材の透視窓部に配設した
指示体に形成した状態を示す説明図である。
【符号の説明】
　１１Ａ　第１の有効ライン表示装置
　１１Ｂ　第２の有効ライン表示装置
　１１Ｃ　第３の有効ライン表示装置
　１１Ｄ　第４の有効ライン表示装置
　１１Ｅ　第５の有効ライン表示装置
　１１Ｆ　第６の有効ライン表示装置
　１２ａ　第１透明板(透明板)
　１２ｂ　第２透明板(透明板)
　１２ｃ　第３透明板(透明板)
　１２ｄ　第４透明板(透明板)
　１２ｅ　第５透明板(透明板)
　１２ｆ　第６透明板(透明板)
　１２ｇ　第７透明板(透明板)
　１２ｈ　第８透明板(透明板)
　１２ｉ　第９透明板(第２の透明板)
　１２ｊ　第１０透明板(透明板)
　１４ａ　第１駆動手段
　１４ｂ　第２駆動手段
　１６ａ　第１駆動制御手段
　１６ｂ　第２駆動制御手段
　１８　図柄表示装置
　２２Ａ　第１の線状部(線状部)
　２２Ｂ　第２の線状部(線状部)
　２２Ｃ　第３の線状部(線状部)
　２２Ｄ　第４の線状部(線状部)
　２２Ｅ　第５の線状部(線状部)
　２２Ｆ　第６の線状部(線状部)
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　２２Ｇ　第７の線状部(線状部)
　２２Ｈ　第８の線状部(別の線状部)
　２２Ｉ　第９の線状部(線状部)
　２２Ｊ　第１０の線状部(線状部)
　２４　ＬＥＤランプ
　２８　駆動ローラ
　３２　反射面
　３８　遊技盤
　４０　装飾部材
　４２　透視窓部
　４４　図柄
　５２Ａ　第１の別線状部(線状部)
　５２Ｂ　第２の別線状部(線状部)
　５２Ｃ　第３の別線状部(線状部)
　５２Ｄ　第４の別線状部(線状部)
　５２Ｅ　第５の別線状部(線状部)
　６２　始動入賞具

【図１】 【図２】
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